
各 位                                                                            平成２８年１０月２０日 
九 州 史 学 会 

  委員長  岡 崎  敦 

平成２８年度 九州史学会大会のご案内 
 
拝啓 皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、来る１２月１０日（土）、１１日（日）の２日間にわたり、平成２８年度九州史学会大会を下記の要領にて開催

するはこびとなりました。ご多忙の折りとは存じますが、本学会の一層の発展のため、ふるってご参会下さいますよ

うご案内申し上げます。 敬具 
 

九 州 史 学 会 大 会 次 第        於九州大学 

１２月１０日（土） シンポジウム        法文系講義棟１０１番教室（午後１時３０分より） 
「「日本」も、そして「東アジア」も超えて―日本史から世界史へ―」 

 
懇親会 九州大学生協文系食堂（箱崎文系キャンパス内）（午後６時より） 会費3,500円（学生1,000円） 
 
１２月１１日（日） 研 究 発 表                     （午前９時より） 
＜日本史部会＞（法文系講義棟１０２番教室）＜午前９時開始＞ 

＜東洋史部会＞（法文系講義棟２０４番教室）＜午後１時開始＞ 

＜朝鮮学部会＞（法文系講義棟２０２番教室）＜午前９時３０分開始＞ 

 

 

趣旨説明 九 州 大 学  伊 藤 幸 司 
「東アジア」「東部ユーラシア」「海域アジア」 神 戸 女 子 大 学   山 内 晋 次 
東アジア史と「天下」 奈 良 女 子 大 学   河 上 麻由子 
文化交流から見た東アジア、東部ユーラシア―14～16世紀を中心に― 北 海 道 大 学  橋 本   雄 
唐物研究の可能性―異分野との協業の試み― 宮 崎  大 学  関   周 一 
ユーラシア東部海域における媽祖信仰の展開 ―海の女神の「国籍」問題― 天 理  大 学  藤 田 明 良 
討論 司会：伊藤  幸司（九 州 大 学） 

『諸文書部類』に見える東大寺文書 九 州 大 学  森   哲 也 
中世後期宗像氏の朝鮮通交と大宮司職継承 久留米工業高等専門学校  松 尾 弘 毅 
室町～戦国初期の相良氏の軍事的動向 人吉市教育委員会   三 村 講 介 
幕藩体制下における薩摩藩の「役」―琉球支配との関連から― 九 州 大 学  川 路 祥 隆 
江戸時代後期における長崎唐通事制度 名 古 屋 大 学  楊     柳 

近世後期対馬における朝鮮認識―小田幾五郎を中心として― 立 命 館 大 学  松 本 智 也 
慶応期における以酊庵輪番制の廃止と日朝間外交文書往復体制の再編 長崎市長崎学研究所  藤 本 健太郎 

日米開戦と情報戦―Magic神話の検証― 静 岡 県 立 大 学  森 山   優 

清朝の人参政策の変遷とその影響 九 州 大 学  童   徳 琴 
蕭大亨『刑部奏議』と兵部尚書石星 西 南 学 院 大 学   久 芳   崇 
ポルトガル世界図における日本の原型―Perioco新考― 九 州 大 学  中 島 楽 章 
寧波の乱の内幕と東アジア交渉―明朝の指揮使袁璡の被擄事件を中心に― 東 北 師 範 大 学   劉   暁 東 
元代拓影目録の作成と中国近世石刻目録学という考え方 奈 良 大 学  森 田 憲 司 

高麗前期対日関係の再検討―10世紀から11世紀半ばまで― 九 州 大 学  岩 波 俊 彦 
朝鮮初期における宦官の特殊業務について―対明進献および火薬関連業務を中心に― 九 州 大 学  小 池 史 織 
高麗前期における官人昇進コースの諸相と特質 東 京 大 学  パベル・スミルノフ 
高麗・演福寺鐘のランチャ文字及びその他の非漢字装飾について 九州大学名誉教授  濱 田 耕 策 
〈三島倭寇〉と博多に対する高麗・朝鮮政府の認識 九 州 産 業 大 学   李   泰 勲 

朝鮮前期仏教史に対する歴史学的研究の推移と問題―「排仏」と「抑仏」を越えて― 横 浜 国 立 大 学  加 藤 裕 人 

鶴城李氏の家門形成―18世紀を中心に― 神奈川県立大磯高等学校  中 田   稔 

1910年代の朝鮮漁業について 島根県竹島問題研究顧問  藤 井 賢 二 

脱冷戦期における日韓安全保障協力の形成について 九 州 大 学  冨 樫 あゆみ 

韓国における過去史立法と日韓関係 九 州 大 学  菊 池 勇 次 



＜イスラム文明学部会＞（法文系講義棟２０３番教室）＜午前９時開始＞ 

＜西洋史部会＞（法文系講義棟３０１番教室）＜午後１時開始＞ 

＜考古学部会＞（法文系講義棟１０１番教室）＜午前９時３０分開始＞ 

 

 

 当日は、受付の104番教室にて、参加費１,５００円（２日間）をお支払い下さい。（学部生無料） 
なお、本大会出席のため、所属機関への出張依頼を必要とされる方は、下記事務局までご連絡下さい。 

〒812-8581 福岡市東区箱崎6-19-1  九州大学文学部九州史学会事務局（朝鮮史学研究室） 電話092-642-2382 
E-mail: shigakkai@lit.kyushu-u.ac.jp   http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~shigakkai/ 

 
 
 

（午前の部） 個人発表    
18世紀オスマン朝官人が見たフランスとウィーン―イルミセキズ・チェレビとムスタファ・ハッティの事例― 
 九 州 大 学  山 本 敬 祐 
同性間性愛を通じて見たアッバース朝期のセクシュアリティ―『ジャーリヤとグラームの美点の書』の分析を通じて―   

 九 州 大 学  辻   大 地 

第二次立憲政期オスマン帝国における教育議論 九 州 大 学  勝 本 英 明 

現代の和書にみる預言者ムハンマド画の扱いとその問題点―イスラーム史教育の観点から―    

 九州大学・早稲田大学  西 村 淳 一 

オスマン帝国の宗教概念に関する試論 大 阪 市 立 大 学   上 野 雅由樹 
（午後の部） シンポジウム「トルコ共和国の歴史と現在」    
トルコ共和国史研究の潮流―趣旨説明にかえて― 九 州 大 学  小笠原 弘 幸 

トルコ共和国における新字の導入と「国民」形成 一 橋 大 学  穐 山 祐 子 

トルコ共和国建国期の音楽とナショナリズム 信 州 大 学  濱 崎 友 絵 
1970年代のトルコにおける道徳教育 京 都 大 学  上 野 愛 実 

停戦交渉破棄後のトルコ・クルド関係―YDG-H・シリア内戦・ISの影響を中心に― アジア経済研究所  今 井 宏 平 

 コメンテーター： 新井  政美（東京外国語大学） 

 司会： 沖  祐太郎（九州大学） 

ガリア・ナルボネンシスにおけるローマ皇帝礼拝の生成 別 府 大 学  山 本 晴 樹 
古代ローマの『農業論』における自然観─Varro, Columella, Palladiusを題材に― 大 阪 大 学  堤   亮 介 
13世紀前半のローマ教皇庁のイベリア半島諸国に対する政策 九 州 大 学  阿 部 俊 大 
『航海の自由』とブリテン帝国―「ジェンキンズの耳」戦争に関する政治的言説の再検討 1737―1740 ―  
 広 島 大 学  薩 摩 真 介 

フランス第三共和政前期（1870-1914年）における地方議会の活動と地方政治―ブーシュ＝デュ＝ローヌ県の事例から―  

 京 都 大 学  谷 口 良 生 

日中戦争下の中国におけるドイツ被害と損害賠償問題―1937～1938年の南京の事例から―  

 日本学術振興会  清 水 雅 大 

先史琉球列島中部圏（奄美・沖縄諸島）におけるヒトと島嶼環境 鹿 児 島 大 学  高 宮 広 土 
縄文後期の日本列島における集団関係の変化―関東加曾利B式土器の再検討― 九 州 大 学  福 永 将 大 
黒川式土器の地域性と刻目突帯文土器の受容過程 志免町教育委員会  原     梓 
弥生時代開始期における両刃石斧の再検討 九 州 大 学  森   貴 教 
弥生時代北部九州における大型甕棺成立期の地域間関係とその動態 高松市教育委員会  梶 原 慎 司 

弥生時代の墓域における土器廃棄 鹿 児 島 大 学  石 田 智 子 
北部九州古墳時代前期の棒状土錘―大分県臼杵市黒島遺跡出土例を中心に― 九州歴史資料館  小 澤 佳 憲 

遼西地域における新石器時代の集落形態について 九 州 大 学  富   宝 財 

金属製の馬具からみた初期騎馬遊牧集団の動態―匈奴勃興以前の中央ユーラシア東部を中心として―    

 九 州 大 学  戴     玥 

ロシア極東古金属器時代における穀物受容の北方展開について―集落立地・生業・食生態の比較分析―    

 九 州 大 学  福 田 正 宏 

mailto:shigakkai@lit.kyushu-u.ac.jp

